
− 1−

平成31年２月15日第　38　号
米沢有為会米沢支部だより

第　38　号
平成31年 2 月15日

発行者
(公社)米沢有為会米沢支部

支部長  中川　勝
米沢市金池5−2−25
☎  0238−22−5111

少
子
高
齢
化
時
代
に
際
し
て

米沢有為会の置賜人脈

米沢の玄関口から
置賜への観光推進

米
沢
信
用
金
庫
理
事
長

　

米
沢
信
用
金
庫
は
相
互
扶
助
を
基
本
理
念

と
し
て
、
①
地
域
の
活
性
化
②
中
小
企
業
の

発
展
③
住
民
の
生
活
向
上
を
目
指
し
て
お
り

ま
す
。
地
域
金
融
機
関
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
様
々
な
ご
支
援
を
頂

き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

私
の
大
学
入
学
は
昭
和
48
年
で
す
。
当
時

は
学
生
運
動
が
活
発
で
、
五
木
寛
之
の
「
青

年
は
荒
野
を
め
ざ
す
」、南
こ
う
せ
つ
の
「
神

田
川
」、
ガ
ロ
の
「
学
生
街
の
喫
茶
店
」
等
が

流
行
っ
た
頃
で
も
あ
り
、
都
会
に
憧
れ
東
京

や
仙
台
の
大
学
進
学
を
希
望
す
る
学
生
が
多

か
っ
た
よ
う
な
気
が
致
し
ま
す
。
私
も
ご
多

分
に
も
れ
ず
東
京
で
学
生
生
活
を
送
り
ま
し

た
が
、「
米
沢
出
身
で
す
」
と
言
う
と
「
興

譲
館
で
す
か
？
」、「
興
譲
館
卒
業
で
す
」
と

言
う
と
「
上
杉
鷹
山
や
我
妻
榮
を
知
っ
て
い

ま
す
」
と
返
答
さ
れ
、
羨
ま
し
が
れ
る
こ
と

も
度
々
で
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
は
携
帯
電
話
の
な
い
時
代
。

連
絡
手
段
は
公
衆
電
話
や
郵
便
が
中
心
で
あ

り
、
高
校
時
代
の
友
人
と
の
連
絡
も
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
で
し
た
。
幸
い
調
布
の
東
京
興

譲
館
寮
に
数
名
の
友
人
が
居
り
、
そ
こ
を
中

心
に
連
絡
網
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
寮
に
電

話
さ
え
す
れ
ば
、
一
発
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
取
れ
、
同
朋
意
識
も
強
か
っ
た
こ
と

加

藤

秀

明

　米沢有為会米沢支部の理事会・諮問委員会、講演会と交流芋煮会、そして地域振興部
の新規事業である高校生小論文コンテストの表彰式が、10月28日(日)午後２時からホ
テルモントビュー米沢で開催されました。
　表彰式では、10名の受賞者のうち出席した６名に、大滝則忠会長から賞状と副賞が
授与され、講評が述べられました（詳細は会誌第68号）。
　講演会は、講師に道の駅米沢の駅長・坂川好則氏を迎え、「道の駅米沢　開業から半
年を経過して」と題して、４月20日(金)の開業から10月までの運営状況などについて
お話いただきました。
　坂川駅長は北海道出身で、昭和51年旧国鉄（札幌）に入社、同62年民営化と同時に
JR東日本へ（仙台）。郡山・仙台・米沢の各びゅうプラザを経て、平成19年から3年間
米沢駅長、30年４月より現職。米沢在住20年。
　坂川氏によると、道の駅米沢の基本コンセプトは、国から重点道の駅の指定を受けた

「ゲートウェイ型」で、「テーマパーク型」とは違い、買い物と食事が運営の中心で、そ
こから米沢や置賜、県内の観光を推進しているとのことです。
　４月から９月までの来場者は977,000人以上で、10月5日に100万人を突破し、年間
目標の853,000人を大幅に上回りました（1月27日現在1,468,530人）。半数以上が県
外客で、福島や宮城、関東からが特に多いそうです。今後とも農産品や特産物の販売、
おいしい料理に力を注ぐとしています。

が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
の
待
ち
合
わ

せ
場
所
は
、
も
ち
ろ
ん
、
新
宿
西
口
の
し
ょ

ん
べ
ん
横
丁
、
将
来
を
夢
見
て
様
々
な
議
論

を
交
わ
し
た
も
の
で
す
。

　

時
は
移
り
、
今
は
少
子
高
齢
化
の
時
代
。

地
方
の
人
口
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た

め
、「
地
元
の
高
校
を
出
て
地
元
の
大
学
に

入
り
地
元
に
就
職
す
る
」
こ
と
が
若
者
に
求

め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
一
見
、
合
理
的
で
地

域
住
民
と
し
て
は
歓
迎
し
た
い
こ
と
で
も
あ

り
ま
す
が
、
人
生
の
最
も
多
感
な
時
期
に
地

方
に
と
ど
め
置
き
、
若
者
の
可
能
性
を
狭
め

て
し
ま
う
よ
う
な
選
択
が
果
た
し
て
良
い
こ

と
な
の
か
、
ま
た
国
際
化
が
急
激
に
進
展
す

る
中
で
時
代
に
即
し
て
い
る
こ
と
な
の
か
、

即
物
的
に
過
ぎ
な
い
か
ど
う
か
な
ど
疑
問
も

残
り
ま
す
。

　

早
稲
田
大
学
の
故
大
塚
勝
夫
教
授
は
高
畠

の
屋
代
村
塾
に
都
会
の
若
者
を
集
め
、「
都

市
と
農
村
の
共
生
」
や
「
田
舎
生
活
の
様
々

な
優
位
性
（
自
然
、
景
観
、
環
境
、
空
間
、

時
間
、
食
物
、
生
活
コ
ス
ト
等
）」
を
説
き
、

Ｕ
タ
ー
ン
人
口
や
Ｉ
タ
ー
ン
人
口
を
増
や
そ

う
と
試
み
ま
し
た
。
現
在
は
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
（
多
様
性
）
の
時
代
で
す
。
そ
の
よ
う

な
取
組
を
更
に
強
化
す
る
こ
と
も
大
切
な
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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『
飯
豊
町
Ｓエ

ス

Ｄデ
ィ
ー

Ｇジ
ー

ｓズ

　

未
来
都
市
の
取
組

　
～
持
続
可
能
な
ま
ち
の
実
現　

　
　

に
向
け
て
～
』

新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
方
々

ま
ち
の
話
題

　

平
成
30
年
６
月
、
飯
豊
町
は
「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
未
来
都
市
」
と
し
て
国
か
ら
選
定

さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
持
続
可
能
な
都

市
の
実
現
に
向
け
た
取
組
を
さ
ら
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
】

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
２
０
１
５
年
９
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
、
持

続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ

ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ　
Ｄ
ｅ
ｖ
ｅ
ｌ
ｏ
ｐ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

Ｇ
ｏ
ａ
ｌ
ｓ
）
の
頭
文
字
を
と
っ
た
略

称
で
す
。
国
連
加
盟
国
１
９
３
カ
国
が

２
０
３
０
年
ま
で
に
達
成
す
る
目
標
と

し
て
掲
げ
た
も
の
で
、
持
続
可
能
な

世
界
を
実
現
す
る
た
め
の
17
の
ゴ
ー

ル
（
目
標
）
と
１
６
９
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト

か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
誰

一
人
と
し
て
取
り
残
さ
な
い
こ
と
を
誓

い
、
全
て
の
国
が
取
り
組
む
全
世
界
的

な
目
標
で
す
。

【
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
ま
ち
づ
く
り
】

　

飯
豊
町
で
は
、
全
国
的
に
も
早
い
時

期
か
ら
、
住
民
自
身
が
自
ら
の
地
域
の

あ
る
べ
き
姿
を
描
く
「
手
づ
く
り
の
ま

ち
」
づ
く
り
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連

合
に
加
盟
し
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
が
目
指
す
未
来
都
市
像
は
、

多
様
な
主
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
地
域

資
源
を
活
用
し
、
新
た
な
「
手
づ
く
り

の
ま
ち
」
を
推
進
す
る
こ
と
で
、
過
疎

の
農
山
村
に
お
け
る
新
た
な
自
治
体
モ

デ
ル
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

【「
農
村
計
画
研
究
所
」
の
再
興
】

　

日
本
で
初
と
な
る
町
立
の
「
農
村
計

画
研
究
所
」
は
、
昭
和
59
年
に
、
手
ノ

子
小
学
校
旧
大
鹿
分
校
に
開
設
さ
れ
ま

し
た
。
研
究
所
で
は
、
農
山
村
を
単
な

る
農
業
生
産
の
場
と
捉
え
る
だ
け
で
な

く
、
国
土
保
全
、
生
活
、
環
境
な
ど
の

多
様
な
空
間
機
能
を
果
た
す
農
山
村
の

あ
り
方
を
研
究
し
、
地
域
密
着
型
の
地

域
づ
く
り
の
実
践
の
場
と
し
て
活
用
さ

れ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
研
究
所
機
能
を
再
整
備
し
、

住
民
と
行
政
の
み
な
ら
ず
多
様
な
主
体

が
相
互
に
連
携
す
る
こ
と
で
、
持
続
可

能
な
地
域
と
農
山
村
に
お
け
る
新
た
な

価
値
の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

【
地
域
資
源
を
活
用
し
た
循
環
型
産
業

構
造
と
居
住
環
境
の
整
備
】

　

飯
豊
町
は
、
食
糧
、
農
業
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
「
持

続
可
能
な
循
環
型
社
会
構
築
へ
の
取

組
」
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
29
年

に
は
、「
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
」
の

認
定
を
受
け
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
を
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

氏
　
　
名

会
員
区
分

�

鈴

木　
　

譲

個
人
正
会
員

佐

藤

知

由

個
人
賛
助
会
員�

遠　

藤　

友
紀
雄

個
人
賛
助
会
員

岡

崎

彰

伸

個
人
正
会
員

武

発

一

郎

個
人
賛
助
会
員�

吉
田
建
設
㈱

法
人
賛
助
会
員�

　

さ
ら
に
、
家
畜
排
せ
つ
物
な
ど
を
活

用
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
事
業
に
着
手

し
、
臭
気
対
策
を
含
め
、
環
境
に
配
慮

し
た
耕
畜
連
携
の
循
環
型
農
業
へ
の
取

組
を
推
進
し
ま
す
。
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リ
レ
ー
随
想 

⑲

〜  活躍する会員紹介  〜 ㉑

　

第
18
回
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
（
昭
和
39

年
）
の
翌
年
４
月
、
４
～
５
倍
の
倍
率
の

中
、
新
宿
区
西
大
久
保
の
東
京
興
譲
館
寮

に
入
寮
し
た
私
は
紅
顔
の
美
少
年
で
し
た
。

大
学
入
学
式
前
、
寮
の
前
庭
の
桜
の
木
の

下
で
花
見
が
行
わ
れ
、
お
酒
の
洗
礼
（
白

雪
二
級
酒
）
を
受
け
ま
し
た
。
大
ぶ
り
の

紙
コ
ッ
プ
６
杯
ま
で
の
記
憶
が
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
後
は
真
新
し
い
布
団
の
上
で
撃

沈
、
隣
で
は
現
有
為
会
会
長
の
大
滝
則
忠

氏
が
撃
沈
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

大
学
よ
り
居
心
地
が
良
く
、
寮
生
活
を

満
喫
し
て
お
り
ま
し
た
。
寮
に
は
学
部
の

違
う
方
ば
か
り
で
、
苦
手
教
科
の
勉
強
を

教
え
て
い
た
だ
き
無
事
専
門
課
程
に
進
む

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
近
所
の
看
護
学
院

寮
生
と
の
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
、
置
賜
在
京

学
生
会
で
は
米
沢
東
高
校
出
身
の
女
子
大

生
達
と
秋
川
渓
谷
へ
の
芋
煮
会
、
帰
り
に

は
ビ
ヤ
ホ
ー
ル
「
ラ
イ
オ
ン
」
と
楽
し
い

思
い
出
が
蘇
り
ま
す
。

米沢上杉文化振興財団副理事長・市立米沢図書館長

中
條
歯
科
医
院
院
長

さん岸　　　順　一

中な
か

　
條

じ
ょ
う

　
良よ

し

　
文ぶ

み

　

寮
生
は
有
為
会
東
京
支
部
総
会
、
浜
離

宮
の
園
遊
会
で
の
お
手
伝
い
の
中
、
各
界

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
郷
土
の
先
輩
方
と
交

流
を
深
め
、
貴
重
な
経
験
を
積
む
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
宇
佐
美
洵
第
21
代
日
銀
総

裁
の
恰
幅
の
良
い
紳
士
姿
に
は
オ
ー
ラ
を

感
じ
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

昭
和
41
年
秋
に
は
、
西
大
久
保
上
杉
家

下
屋
敷
址
の
寮
か
ら
、
調
布
市
入
間
町
の

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
４
階
建
へ
移
り
ま
し

た
。
寮
食
堂
の
白
黒
テ
レ
ビ
で
は
、「
３
億

円
強
奪
事
件
」、「
ア
ポ
ロ
11
号
月
面
着
陸
」

の
映
像
を
見
た
記
憶
が
あ
り
ま
す
。
昭
和

44
年
３
月
、
４
年
間
の
寮
生
活
を
終
え
る

時
に
は
餞
別
で
「
Ｘ
線
診
断
図
譜
」
を
購

入
し
、14
代
館
長
桜
井
凱
夫
先
生
（
医
師
）

か
ら
裏
表
紙
に
「
至
誠
」の
言
葉
を
頂
き
、

臨
床
の
場
で
今
も
使
っ
て
お
り
ま
す
。
15

代
小
幡
常
夫
館
長
に
は
寮
生
時
代
だ
け
で

な
く
、
社
会
人
と
な
っ
て
か
ら
も
薫
陶
を

受
け
成
長
で
き
た
と
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
諸
君
に
は
寮
生
活
を
通
し
て
郷
土

の
先
輩
、
後
輩
の
み
な
ら
ず
、
各
界
の
方

々
と
の
地
縁
、
人
脈
を
活
か
し
人
間
力
を

高
め
て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
６
月

22
日
に
は
米
沢
有
為
会
創
立
１
３
０
周
年
、

東
京
興
館
寮
創
立
１
２
０
周
年
記
念
事
業

が
行
わ
れ
ま
す
。
関
係
各
位
の
ご
協
力
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

Ｑ１．市立米沢図書館の仕事についてお聞かせくださ
　　い。
Ａ１．本館は市立米沢図書館とよねざわ市民ギャラリ
　　ーを合わせ持つ施設で、ナセBAの愛称で親しま
　　れ、図書館長は図書館と同時に市民ギャラーの管
　　理も担っています。図書館には30万冊を超える図
　　書資料があり、最大の特色である米沢藩伝来の多
　　くの古典籍・古文書を貴重書庫で大切に保管して
　　います。２階から５階まで続く壁一面の本に囲ま
　　れた図書館開架スペースで、ゆっくり本を読んだ
　　り、１階市民ギャラリーで絵画をはじめとする芸
　　術作品に感動したりと、ナセBAは市民の皆様に
　　人生の豊かなひと時を提供しています。

Ｑ２．利用状況についてお聞かせください。
Ａ２．ナセBAは平成28年７月の開館から３年目を迎
　　え、昨年12月で来館者が100万人を突破しました。
　　１日平均1,000人程の皆様にご利用頂いています。
　　２階図書館へは当初、建物をご覧になりたい方の
　　来館も多かったのですが、最近は来館者数も落ち

　　着き、静かに本を読みたい方や
　　調べもの・学習をしたい方が来
　　館者の中心となっています。

Ｑ３．現在の課題についてお聞かせ
　　ください。
Ａ３．特に、図書館を訪れたことの

　　ない方に対する利用促進、そして、一度来館され
　　た方がまた来たいと思うような図書館となるよ
　　う、時代の変化に対応した図書資料の充実やサー
　　ビスの向上、多彩な企画が必要と考えています。
　　来年度、図書館では本の魅力を探る読書会やグロ
　　ーバル化に対応する英語多読サロン、先人顕彰コ
　　ーナーの平田東助展、市民ギャラリーでは当市ゆ
　　かりの福王寺一彦・荒木みどり個展や芸術作品に
　　囲まれた中で音楽を聴くウッディーコンサートを
　　実施する予定です。

Ｑ４．今後の抱負についてお聞かせください。
Ａ４．生涯学習や情報収集、芸術文化活動の拠点とし
　　て、市民の皆様に愛され育てられるナセBAを目
　　指し努力して参ります。機会があれば、是非お立
　　ち寄りください。

  ありがとうございました。今後ますますのご活躍を
ご期待申し上げます。



「東京興譲館」寮 「仙台興譲館」寮

資　　　格 大学、短大、専門学校及び大学院の
在学生、又は入学予定者（男子のみ）

大学、短大、専門学校及び大学院の
在学生、又は入学予定者（男子のみ）

寮費（月額）
 48,000円

個室、朝夕２食付（日・祝除く）
入寮費　38,000円（初年度のみ）

夏季  42,000円程度
冬季  44,000円程度

個室、朝夕２食付（日・祝除く）

募 集 人 員 ５名程度（定員 24 名） ４名程度（定員 15 名）

面接日･場所 3月10日 米沢、3月23日 東京 3月10日 米沢、3月24日 仙台

面接日･場所 奨学生　3月22日 置賜総合文化センター

これだけ便利・これだけ安い・これだけ快適

◎寮は２食付（朝・夕）で約4.8万円（東京）、約4.2万円（仙台）
◦アパートで生活する場合
　東京（郊外）で5.5万〜 6.5万円。他に食費、光熱費など含め仕送り額 
　約10万円程。
　仙台で4万〜 5万円。他に食費、光熱費など含め仕送り約8〜9万円程。
◎東京興譲館は新宿駅から約40分。仙台興譲館は市街地まで約3km。
◎居室は（東京）個室。 （仙台）個室。
◎企業の採用担当者は寮生活経験者を評価しており、好印象を抱いている。
　（協調性、コミュニケーション能力が身に付いている。）

米沢有為会育英事業の 寮 生 募 集
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平成31年２月15日 第　38　号
米沢有為会米沢支部だより

編集後記

米
沢
有
為
会
を

　
　
　
支
援
し
ま
す

★
本
会
は
新
年
度
創
立
百
三
十
周
年
を
迎
え
ま

す
。
６
月
22
日
（
土
）
に
米
沢
で
定
時
総
会
と

記
念
行
事
を
開
催
し
、
他
に
年
間
を
通
じ
て
記

念
事
業
も
展
開
し
ま
す
。

★
文
化
広
報
部
は
、『
米
沢
有
為
会
々
誌
』（
記

念
特
集
号
）
の
編
集
と
記
念
展
示
会
を
担
当
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
展
示
会
は
本
会
初
め

て
の
試
み
で
、
市
立
米
沢
図
書
館
と
の
共
催
で

　

昭
和
40
年
、「
地
元
米
沢
で
土
建
業
を

始
め
た
い
」
と
い
う
父
の
思
い
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
弊
社
は
、
創
業
54
年
目
を
迎
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
現
在
は
、
置
賜

地
域
を
中
心
と
し
た
総
合
建
設
業
を
営
ん

で
お
り
ま
す
。

　

私
は
大
学
を
卒
業
後
、
米
沢
に
戻
る
ま

で
の
２
年
半
、
福
島
の
建
設
会
社
に
お
世

話
に
な
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
の
弊

社
は
、公
共
事
業
の
土
木
工
事
が
大
半
で
、

建
築
は
ま
だ
ま
だ
少
な
く
、
住
宅
と
な
る

と
数
え
る
ほ
ど
で
し
た
。
入
社
か
ら
数
年

後
、
あ
る
住
宅
の
引
渡
し
に
同
行
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
お
客
様
よ
り
頂
い
た
感
謝
の

言
葉
が
、
今
ま
で
感
じ
た
こ
と
の
な
い
喜

び
、
感
動
と
な
り
、「
も
っ
と
多
く
の
人

に
喜
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と
強
く
思
う
よ

う
に
な
り
、
一
般
住
宅
に
も
力
を
入
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、
地
元

工
務
店
と
し
て
根
付
く
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
全
て
の
工
事
に
際
し
、

永
年
の
間
に
蓄
積
し
た
技
術
の
更
な
る
発

展
に
努
め
、
お
客
様
の
た
め
に
一
層
の
品

質
向
上
等
、
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
私
が
米
沢
に
帰
っ
て
き
て
間
も

太
田
建
設
株
式
会
社

  
　
代
表
取
締
役

太お
お

　
田た

　
政ま
さ

　
往ゆ
き

な
い
平
成
２
年
頃
の
事
で
す
。
長
男
が
生

ま
れ
て
ア
パ
ー
ト
で
は
手
狭
に
な
っ
て
き

た
の
で
、
当
時
、
我
妻
榮
先
生
の
生
家
を

弊
社
が
所
有
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
あ

の
建
物
を
大
幅
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
、
住
ま

い
に
し
よ
う
か
と
計
画
し
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
矢
先
、
数
名
の
米
沢
有
為
会
の
重
鎮

の
方
々
が
、「
我
妻
榮
先
生
の
生
家
を
保

存
し
た
い
の
で
譲
っ
て
欲
し
い
」
と
来
社

さ
れ
、父
は
そ
の
場
で
快
諾
致
し
ま
し
た
。

そ
の
時
は
、
我
妻
榮
先
生
を
は
じ
め
、
米

沢
有
為
会
に
つ
い
て
の
知
識
が
浅
い
私
で

し
た
が
、
今
は
、
父
が
快
諾
し
た
そ
の
理

由
を
十
分
過
ぎ
る
ほ
ど
理
解
し
て
お
り
ま

す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
我
妻
榮
先
生
の

生
家
を
リ
フ
ォ
ー
ム
せ
ず
、
本
当
に
良

か
っ
た
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
米
沢
有
為
会
の
趣
旨
に
賛

同
し
、
可
能
な
限
り
支
援
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。

ナ
セ
Ｂ
Ａ
の
先
人
顕
彰
コ
ー
ナ
ー
で
、「
米

沢
有
為
会
百
三
十
年
の
歩
み
」
と
題
し
て
、

５
月
24
日
（
金
）
か
ら
６
月
26
日
（
水
）
ま

で
開
催
し
ま
す
。

★
会
員
の
皆
様
に
は
、
多
く
の
ご
寄
稿
や
貴

重
な
資
料
・
写
真
の
ご
提
供
な
ど
を
お
願
い

す
る
か
と
存
じ
ま
す
が
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。　
　
　
　
（
手
）

詳しくはホームページ 米沢有為会　 検索

置賜地域3市 5町の在住者・出身者のお子さんを対象に募集しています（在学者も可）


